








目的及び研究方法 

 昨年当会で,従来分娩障害といわれている新生児の中にはすでに分娩前に子宮内で起こ

っているものと,本来の分娩によって起こってくるものがあると思われ,胎児側からみた経

膣分娩の分娩所要時間の限界は 35 時間位であろうと報告した。今回私は帝王切開及び経膣

分娩によって出生した各々の新生児の異常症状の発生頻度を比較し,それをもとにして新

生児を取り扱う側からみた帝切率を検討した。 


